
2008年日本のうたごえ祭典in東京

までのスケジュール・メモ
9月 第１回祭典実行委員会

第１回祭典運営委員会

10月 第２回祭典運営委員会

東京のうたごえ合唱発表会

11月 第３回祭典運営委員会

日本のうたごえ祭典in奈良開催

第４回祭典運営委員会

12月 第２回祭典実行委員会

企画第1案提案

組織目標提案、チケット代等検討

ｷｬﾗｸﾀ、ｸﾞｯｽﾞ提案１次チラシ発表

１月 第５回祭典運営委員会

各地区、分野祭典実行委員会立上げ

2月 うたごえ６０周年レセプション(9日)

第６回祭典運営委員会

日本のうたごえ総会(９.10.11日)
全国・祭典実行委員会.(11日)

全国組織目標提案

チケット代確定、賛同金全国提案

３月 第７回祭典運営委員会

1000人実行委員のつどい(29日)

4月 第８回祭典運営委員会

東日本合唱講習会(19.20日)

各地で練習会もスタート！

本チラシ作成

祭典歌集発売

5月 メーデー、平和行進

９条世界会議(4.5日)

第９回祭典運営委員会

第３回祭典実行委員会

6月 第10回祭典運営委員会

7月 第11回祭典実行委員会

第４回祭典実行委員会

8月 第12回祭典実行委員会

原水禁世界大会

保育合研(東京)
9月 第13回祭典実行委員会

第５回祭典実行委員会

東京各地区合唱発表会

10月 第14回祭典実行委員会

東京のうたごえ合唱発表会(5日)

11月 第15回祭典実行委員会

第６回祭典実行委員会

日本のうたごえ祭典in東京開催！

60
周
年
記
念
２
０
０
８
年

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
ｉ
ｎ
東
京

音
楽
会
企
画
概
要

11
月
22
日
（
土
）
会
場

多
摩
パ
ン
テ
ノ
ン

全
国
江
戸
や
っ
こ
祭
り

「
お
江
戸
の
に
ぎ
わ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

全
国
の
郷
土
芸
能
の
ス
テ
ー
ジ
、
江
戸
の
お
囃

子
を
モ
チ
ー
フ
の
創
作
太
鼓
を
製
作
中
。

11
月
23
日
（
日
）
会
場

日
比
谷
公
会
堂

う
た
ご
え
60
周
年
記
念
音
楽
会

第
１
部

「
う
た
ご
え
の
60
年
と
作
曲
家
達
～
明
日
へ
」

ほ
か
男
声
合
唱
・
日
本
の
う
た
ご
え
合
唱
団
等

第
２
部

交
響
曲
「
五
月
の
歌
」
指
揮
・
外
山
雄
三
予
定

11
月
24
日
（
月
・
休
）

会
場

有
明
コ
ロ
シ
ア
ム

予
定

う
た
ご
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
仮
称
）

第
１
部

「
昨
日
を
今
日
に
つ
な
げ
る
た
め
に
」

郷
土
芸
能
・
東
京
大
空
襲
～
う
た
ご
え
の
誕
生

第
２
部

「
今
日
を
明
日
に
手
渡
す
た
め
に
」

い
の
ち
・
は
た
ら
く
・
日
本
か
ら
ア
ジ
ア
へ

あ
な
た
か
ら
世
界
へ
そ
し
て
未
来
へ
の
舞
台

祭
典
会
場
は
「
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
」

を
予
定
し
な
が
ら
、
ア
リ
ー
ナ
席
を

設
け
ず
（
ア
リ
ー
ナ
全
体
を
舞
台
と

す
る
構
想
の
場
合
）
観
客
関
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
は
一
万
人
な
の
で
、
組
織

目
標
は
全
体
で
は
一
万
名
を
目
ざ
す
。

２
月
の
全
国
実
行
委
員
会
に
て
全
国

の
目
標
を
２
千
人
か
ら
３
千
人
で
提

起
す
る
。

東
京
の
目
標
８
０
０
０
名
は
確
認
し

ま
し
た
。

東
京
の
祭
典
会
場
費
や
舞
台
設
営
費
に
は
莫
大
な
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

11
月
か
ら
１
万
円
の
特
別
賛
同
金
の
募
集
も
始
め
ま
し
た
。
私
達
が
東
京
以

外
の
祭
典
に
参
加
す
る
に
は
５
～
６
万
円
の
費
用
を
掛
け
て
参
加
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
来
年
は
地
元
で
旅
行
費
用
が
掛
か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
思
い

切
っ
て
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年
内
に
２
０
０
万
円
が
目
標
で
す
。
現
在
９
２
０
口
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
銘
酒
「
澤
の
井
」
ブ
ラ
ン
ド
の
60
周
年
記
念
の
お
酒
や
、
タ
オ
ル

マ
フ
ラ
ー
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
の
祭
典
グ
ッ
ズ
の
他
に
、
５
０
周
年
事
業
で

発
行
し
た
「
う
た
ご
え
半
世
紀
の
10
枚
組
Ｃ
Ｄ
」
復
刻
版
を
１
５
０
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。
運
動
を
広
げ
な
が
ら
財
政
活
動
に
も
な
り
ま
す
。
周
り
の

方
に
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

ひ
と
り
一
人
が
主
催
者
意
識
を
持
っ
て
祭
典
準
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
祭

典
成
功
の
要
で
す
。

四
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
１
０
０
０
人
の
実
行
委
員
登
録
も
７
２
７
人
を

達
成
。
東
京
の
う
た
ご
え
会
員
数
を
上
回
る
数
に
な
り
ま
し
た
。
年
内
に
は

是
非
、
１
０
０
０
人
を
達
成
し
て
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

うたごえ新聞 提供

大音楽会のフィナーレ
にズラーと並んで東京
祭典をアッピール！

オリジナルコンサートでは白い風・青梅麦笛

･調狛江合唱団の３団体でのアッピール！

実
行
委
員
会
の
発
言
か
ら

▼
い
の
ち
の
分
野
に
介
護
を
ぜ
ひ
入
れ
て
ほ
し
い
、今
、介
護
の

組
合
で
は
う
た
ご
え
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
話
し
を
し
て
い
る
。

過
密
労
働
な
ど
、訴
え
る
内
容
は
沢
山
あ
る
。

▼
練
馬
に
は
一
つ
し
か
登
録
サ
ー
ク
ル
が
無
い
様
で
、10
数
人
の

サ
ー
ク
ル
だ
が
一
人
が
10
人
誘
っ
て
１
０
０
人
く
ら
い
組
織
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
さ
そ
う
だ
が
、歌
っ
て
参
加
す
る
に
は
企
画
に

工
夫
を
、９
条
の
会
と
一
緒
に
イ
マ
ジ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
準
備
し
て
い

る
。

▼
神
奈
川
か
ら
参
加
し
た
が
、１
０
０
名
を
越
え
る
実
行
委
員

会
を
体
感
し
て
東
京
の
意
欲
を
感
じ
る
。共
に
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

こ
の
他
、横
断
幕
も
各
地
域
で
作
っ
て
宣
伝
す
る
、歌
い
た
い
歌

の
提
案
な
ど
積
極
的
な
発
言
を
戴
き
ま
し
た
。

「
日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
ｉ
ｎ
奈
良
」
大
音
楽

会
終
了
後
の
11
月
24
日
夜
、
来
年
の
祭
典
「
総

監
督
」
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
池
辺
晋
一
郎
先

生
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
、

杉
森
企
画
委
員
長
、
島
袋
副
運
営
委
員
長
（
記

念
音
楽
会
責
任
者
）
、
大
熊
企
画
事
務
局
長
、

轟
運
営
委
員
長
、
高
橋
副
運
営
委
員
長
、
大
井

事
務
局
長
、
う
た
ご
え
新
聞
社
三
輪
編
集
長
、

神
戸
市
役
所
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
団
長
の
田
中
さ

ん
。「

６
０
周
年
記
念

２
０
０
８
年
日
本
の
う

た
ご
え
祭
典
ｉ
ｎ
東
京
」
の
開
催
日
程
、
予
定

会
場
、
開
催
の
基
本
方
針
を
池
辺
先
生
に
お
伝

え
し
、
各
音
楽
会
の
企
画
の
方
向
を
お
話
す
る

と
、
先
生
は
「
な
か
な
か
い
い
企
画
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
江
戸
の
伝
統
芸
能
や
文
化
を
表
現
す

る
こ
と
、
東
京
大
空
襲
を
描
く
こ
と
、
う
た
ご

え
の
歩
み
を
綴
る
こ
と
、
賛
成
で
す
」
と
支
持

し
て
下
さ
り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
下
さ
い
ま
し
た
。
「
東
京
大
空
襲
の
場
面
は
、

爆
音
が
響
い
て
人
々
が
逃
げ
惑
う…

と
い
う
い

か
に
も
、
の
表
現
は
避
け
た
い
ね
」
「
こ
の
祭

典
と
併
せ
て
平
和
や
憲
法
を
描
い
た
映
画
を
同

時
に
上
映
す
る
企
画
も
持
っ
て
は
ど
う
か
」

「
記
念
音
楽
会
は
、
軽
妙
な
語
り
や
演
技
で
つ

な
い
で
い
き
た
い
ね
。
こ
の
時
代
に
は
こ
ん
な

事
件
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
う
た
ご
え
は…

と
、

気
が
つ
い
た
ら
う
た
ご
え
の
あ
ゆ
み
を
作
品
で

知
る
こ
と
が
出
来
た
、
と
い
う
よ
う
な
。
演
技

力
の
あ
る
役
者
を
起
用
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ

う
。
林
隆
三
く
ん
は
ど
う
？
連
絡
先
も
知
っ
て

い
る
し…

」
な
ど
と
、
次
々
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
大
音
楽

会
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
歌
い
か
わ
す
ソ
ン
グ
を
先

生
に
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
『
明

日
へ
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
で…

」
と
い
う
杉
森

企
画
委
員
長
か
ら
の
お
願
い
に
、
池
辺
先
生
は

ダ
メ
と
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
祭
典

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
な
る
よ
う
な
素
敵
な
歌
を
期

待
し
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
池
辺
先
生
と
と
も
に
１
０
０
0
人
の

実
行
委
員
が
交
流
す
る
「
つ
ど
い
」
を
持
ち
た

い
と
い
う
提
案
も
快
諾
し
て
下
さ
り
、
３
月
２

９
日
（
土
）
の
日
程
を
決
め
ま
し
た
。
池
辺
先

生
と
一
緒
に
歌
っ
て
、
楽
し
ん
で
、
元
気
に
祭

典
運
動
を
す
す
め
る
節
目
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
池
辺
先
生
と
こ
の
歌

を
歌
い
た
い
」
「
先
生
に
伴
奏
し
て
頂
い
て
歌

う
」
な
ど
の
ご
要
望
や
企
画
提
案
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。


